
福岡県立ももち文化センター  

 

社会包摂事業 

ダンス・えんげきワークショップ 

ファシリテーター講座 
 

「社会包摂」という言葉をご存じでしょうか？ 

「誰も排除されず全員が参画する機会のある社会」を意味します。 

そんな社会を目指すために文化芸術活動からのアプローチとして、様々なワークショップが開催されています。 

今回はワークショップの中心を担う「ファシリテーター」について学ぶ講座です。 

教育や福祉、地域のコミュニティづくりのヒントにもなるかもしれません。 

皆様の参加をお待ちしております。 

 

 

＜講座メニュー＞ 

①講師３人のトークショー 70 分 

 ファシリテーターの役割、これまでの活動、 

心掛けている事、など 

②体験型ワークショップ 50 分 

 ダンスワーク  北村 成美 

 演劇ワーク   小松原 修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 福岡県立ももち文化センター 092-851-4511 事業担当  メール info@momochi-palace.net 

 

 主催 福岡県立ももち文化センター 舞台芸術活動による社会参加推進実行委員会  

小松原 修  

佐賀大学大学院学校教育学研究科 

（教職大学院）准教授 

1999年に医療的ケアを必要とする 

子どもたちと共に演劇をつくる 

劇団「チャレンジステージ」を結成。 

以後、即興演劇の手法をベースに活動。 

さらには同メンバーと音楽バンドに 

取り組む。2018年文部科学大臣表彰。 

 

北村 成美  ダンサー・振付家 

湖南ダンスカンパニーディレクター 

「生きる喜びと痛みを謳歌する 

たくましいダンス」をモットーに 

ソロダンスや市民参加型コミュニティダンスを 

創作。小・中・高・特別支援学校、福祉施設、 

ご家庭の居間、海に山、いつでもどこでも 

どなたとでも、踊れば本番、そこが劇場。 

平成 22年度滋賀県文化奨励賞を受賞。 

徳永 紫保  ダンサー  

宮崎県都城市総合文化ホール  

クリエイティブディレクター 

幼少よりクラシックバレエを始める。 

障がいのある人ともない人も共に楽しむ 

文化芸術活動を企画・制作・実施。 

文化施設、福祉施設、支援学校などで 

ダンスワークショップを実施中。 

「日常がダンスになる」を大切に、 

多様な方々と踊ることを楽しむ。 

＜場所＞ももち文化センター 特別会議室 

＜日時＞2022 年 1 月 28 日（金）18：30～ 

＜定員＞20 名 参加無料（要予約） 

※申し込み締め切り：2022/1/21 

＜対象者＞ 

社会包摂事業に興味のある方 

演劇、ダンスなどワークショップを行っている方 

ファシリテーターに興味のある方 

コミュニティの議事進行などに興味のある方 など ©︎ So Ayano 

©︎Nobuo Onishi  


